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遺伝子組み換え食品について





世界の作付面積
出典 ISAAA(国際アグリバイオ技術事業団）

1996年 170万ha 2007年 1億1430万ha 2018年 1億9170万ha 

1997年 1100万ha 2008年 1億2500万ha 2019年 1億9040万ha 

1998年 2780万ha 2009年 1億3400万ha

1999年 3900万ha 2010年 1億4800万ha

2000年 4300万ha 2011年 1億6000万ha

2001年 5260万ha 2012年 1億7030万ha

2002年 5870万ha          2013年 1億7520万ha

2003年 6770万ha 2014年 1億8150万ha

2004年 8100万ha 2015年 1億7970万ha

2005年 9000万ha 2016年 1億8510万ha

2006年 1億0200万ha 2017年 1億8980万ha

参考・日本の国土の広さは、3780万ヘクタール

世界の農地は約15ー16億ha



主要栽培国

2019年

米国 7150万ha

ブラジル 5280万ha

アルゼンチン 2400万ha

カナダ 1250万ha

インド 1190万ha

計 1億9040万ha

3大栽培国の計 1億4830万ha



日本で流通の可能性がある作物

現在、日本で確実に流通している作物

大豆、トウモロコシ、綿、ナタネの4作物

流通の可能性がある作物（飼料として入り込んでいる）

テンサイ、アルファルファ、パパイヤ、ジャガイモ



遺伝子組み換え作物の作付け割合
2019年の全体の 2019年のGM品種

作付面積 の作付面積

大豆 12,490万ha 9,190万ha（74％)

トウモロコシ 19,340万ha            6,090万ha（31％)

綿 3,240万ha           2,570万ha（79％）

ナタネ 3,760万ha           1, 010万ha（27％）

計 3億8830万ha    1億9040万ha



どのような食品に？

ナタネ 食用油、油製品など（油の絞り滓は肥料）

大豆 食用油、油製品、醤油など（油の絞り滓は飼料）

トウモロコシ 食用油、油製品、コーンスターチなど（大半を

飼料として輸入）

ワタ(綿実)食用油、油製品、素麺など（油の絞り滓は飼料）



性質別遺伝子組み換え作物

2019年

除草剤耐性(大半がラウンドアップ耐性) 8150万ha(42.8％)

除草剤耐性＋殺虫性（スタック品種） 8510万ha(44.7%）

殺虫性（Bt作物という） 2360万ha(12.4％)

 計 1億9040万ha 



日本モンサント圃場にて

殺虫性トウモロコシ 除草剤耐性大豆



スーパー雑草





遺伝子組み換えナタネの自生





食の安全を脅かしている現実
ロシアの研究者イリーナ・エルマコバの実験(除草剤耐性大豆、2005年)

母ラットへの投与での子どもへの影響

イタリア食品研究所(殺虫性トウモロコシ、2008年)

免疫細胞に影響

オーストリア・ウィーン大学(殺虫性＋除草剤耐性トウモロコシ、2008年)

3,4代目の子孫で数の減少と体重の減少



ロシアのイリーナ・エルマコバの実験



立証される有害性
米国環境医学会のポジションペーパー(2009年)

過去の動物実験を分析

免疫システムへの悪影響

生殖や出産への影響

解毒臓器(肝臓・腎臓)を傷害

カナダ・シャーブルック大学医療センター産科婦人科の調査(2011年)

除草剤やその代謝物、殺虫毒素が妊婦の体内に蓄積、

胎児に移行



仏カーン大学研究チームによる動物
実験(2012年)

2年間というラットの寿命の長さに匹敵する長期

寿命の短縮が起きていた(雌で顕著)

通常60～90匹程度で行われるのに200匹で行い、雄と雌を分けた

雌では、大きな腫瘍の発生率が高く、その大半が乳がんだった

雄では肝機能障害と腎臓の肥大など解毒臓器を傷害







増加した農薬の使用量
グリホサート（ラウンドアップ）問題として顕在化



ラウンドアップとグリホサート



除草剤グリホサートとは？
なぜグリホサートによる健康被害が焦点になったのか？

人体汚染の拡大・深刻化

高齢者での尿からの検出率

（遺伝子組み換え作物の作付けが始まったのは1996年）

12％(1993-1996年)

30％(1999-2000年)

70％(2014-2016年)

平均検出濃度は1993-1996年に比べて2014-2016年では2倍に

(米国カリフォルニア大学サンディエゴ校医学部などの調査)



グリホサート問題とは？
デトックス・プロジェクト（米国）による人体汚染調査始まる

同計画が2015年に行った予備調査

人の尿のサンプルの93％からグリホサート検出

食品への残留と消費者の人体汚染

子どもたちのアレルギーや発達障害の増加との関係が

有力（農薬の影響が大きい）



グリホサートの危険性
グリホサートは発がん物質

WHO(世界保健機関)の専門家機関のIARC(国際がん研究機関)

発がん物質「2A」にランク

カリフォルニア州も発がん物質に認定

最も多いのが非ホジキンリンパ腫

IARCののマリア・E・レオンらの調査

フランス、ノルウェー、米国の3か国、357万4815人の農民

非ホジキンリンパ腫の確率が高い



発がん性以外にもある危険性
マイケル・アントニオら 非アルコール性脂肪肝疾患をもたらす(『サイ
エンティフィック・レポート』2017年1月9日号)

黒田洋一郎 強い神経毒性がある(『科学』岩波書店2004年8月号)

C.J.バイエルら 行動に異常が起きる(『神経毒性と奇形学』2017年11-
12号) 

P.ウィンチェスターら 妊娠期間短縮と低体重児出産をもたらす(『環境
と健康』2017年3月9日号)

マリア・M・ミレシら 受精能力を障害、孫の代での成長遅滞をもたらす
(『毒物学アーカーブス』2018年6月9日号)



発がん性以外にもある危険性
自閉症スペクトラム障害(ASD)になるリスクが高くなる（カリフォルニア
大学）（千葉大学）

世代を超えて影響が出る(ワシントン州立大学)



ゲノム編集食品について



http://www.sciencemag.org/news/2016/06/human-crispr-trial-proposed


ゲノム操作食品の新たな状況
高GABAトマトの苗の無償配布・収穫、トマトピューレ販売

筑波大学教授・江面浩が開発、GABAを多く含むトマト

同教授が立ち上げたベンチャー企業サナテックシード社が種苗

の販売 「シシリアンルージュハイギャバ」

5月中旬から苗の無償配布始まり、収穫も行われる

親会社パイオニアエコサイエンス社がトマトを販売（9月15日）

トマトピューレも製造・販売

トマトの花粉の飛散距離（交雑の範囲（風速×花粉の寿命））

花粉の寿命３～４日 風速5メートルで1296.0km（生井兵治）



写真・筑波大学
江面研



ゲノム操作食品の新たな状況
太っちょマダイ承認される

京都大学(木下政人准教授)と近畿大学(家戸敬太郎教授)が開発

京大内にベンチャー企業リージョナルフィッシュ社を立ち上げる

厚労省が2～７月、ゲノム編集魚の扱い検討を行う

9月17日にゲノム編集で改造した「太っちょマダイ」の

流通・販売を承認



写真・京都大学・木下研



遺伝子組み換え(GM)作物からゲノ
ム編集作物へ
遺伝子とゲノムの違いについて

スケールアップした遺伝子操作

遺伝子とは？ ゲノムとは？



遺伝子組み換え(GM)作物からゲノ
ム編集作物へ
従来の品種の改良、遺伝子組み換えによる品種の改良、

ゲノム編集による品種の改良の違い

従来の品種の改良

寒さに強いトマトの開発例

従来の品種の改良は掛け合わせ

寒冷地でも稔るトマトに美味しいトマトをかけ合わせたりする

F1種子の登場と種子の企業支配の始まり



遺伝子組み換え(GM)作物からゲノ
ム編集作物へ
遺伝子組み換えとは？ ほかの生物の遺伝子を入れる技術

寒さに強いトマトの開発例

遺伝子組み換えはヒラメの

遺伝子を導入



遺伝子組み換え(GM)作物からゲノ
ム編集作物へ
ではゲノム編集ではどのような操作が行われるのか？

ゲノム編集とは特定の遺伝子の働きを壊す技術

寒さに強いトマトの開発例

寒さに敏感な遺伝子を壊す

生命体はバランスや調和で成り立っている

その一方を壊すことで、さまざまな操作が可能に





マッチョ豚



マイクロ豚





角のない乳牛



夢を見ないネズミ



メラニン色素遺伝子を壊す(白いカエル)



世界のアグリビジネス市場
バイエル(ドイツ) 2兆3739億円 米モンサント社を買収

シンジェンタ(スイス) 1兆6258億円 中国化工集団公司が買収

コルテバ(米国) 1兆4898億円 米ダウ・ケミカルと米デュポ

ンが合併

ＢＡＳＦ(ドイツ) 9353億円 バイエルから一部事業買収

日本の3大種苗メーカー

サカタのタネ 616億円

カネコ種苗 581億円

タキイ種苗 518億円

(2021年、会社四季報「業界地図」より)



ゲノム編集技術には、どのような問
題点があるのか？

遺伝子を壊すことによる問題点

壊してよい遺伝子などない

生命をもてあそぶ

複雑な生命ネットワークをかき乱す

オフターゲット(さまざまな遺伝子を壊す)をもたらす

大量の切断遺伝子を導入するため

オンターゲット(切断近辺での大規模な変化)をもたらす

エピジェネティックな異常が起きる（遺伝子のオンオフのスイッチの異常）

モザイク(操作した細胞としない細胞が入り乱れる)をもたらす



有り難うございました

食の安全を守り、生物多様性を守り、

未来の世代を守るため、

1日3回も、世の中を変えるチャンスがあります！


